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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、政治方針の変更に直面せざるを得ないスロヴァキアのローカルな地域社会の現場に

おける公共性のあり方を明らかにすることを目的としている。欧米型の NGO 活動とそのネッ

トワークは、1990 年代以降の都市部で発展し、現在のスロヴァキア社会を支えているが、変容

をめざす村落の若者のアソシエーション活動とはうまく接合できていない。自由な市民の活動

が基盤であるがゆえに、現在の公共的世界のネオリベラルな限界が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The aim of his research project is to explain on the structure of public sphere in Slovak local 

community confronting with political changes. Euro-American oriented NGOs and its network 

have supported to self-governing in present Slovak urban society after 1990s, however it could not 

connected with village associations which are eager to transform themselves. Contemporary public 

sphere get to include also neoliberal character, because their voluntary civil activities are not 

controlled by minority’s desire. 
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１．研究開始当初の背景 

 

(1) 研究動向と理論的背景 

 

 1989 年の中東欧における社会主義体制の
崩壊は、その後の地域社会のあり方に大きく
影響を与えた事件として広く注目されてい

る。 

文化人類学において注目されてきたのは、
この地域における脱集団化過程における所
有の問題や「市民社会」など体制転換以降の
概念の受容等である[De Soto & Anderson 
(eds.) 1993, Verdery 1996]。とくに、後者
の政治体制と人々の政治的価値観に関連す
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る問題は、中東欧に限らず、近年はさまざま
な地域において人類学的な研究が進められ
ているテーマであり[Paley 2001, 田辺2010]、
地域に即したローカルな「民主主義」のあり
かたについての研究は現在もっとも注目を
集めている研究のひとつである。さらに、こ
の「民主主義」を支えるとされるアソシエー
ション活動に注目した研究も、地域問わず多
く見受けられるものであり、近年の人類学に
おいて、社会における公共的なものへの関心
は高まっている。 

このような研究動向に関連して、2000 年代
以降のスロヴァキアで、EU の方針に従い、地
方自治体の裁量が拡大したことは、新たな問
題を提起した。与えられた「自治」を担う人
材が不足している小規模自治体が対応に苦
慮しているという問題が生じているのであ
る[Gajdoš 2007]。自らの地域を自分たちで
解決する権限が与えられたにもかかわらず、
それを機能させることができないという現
状を考えると、単にうまく機能する一部のア
ソシエーションに注目するだけでは、見落と
してしまう問題が存在することは明らかで
ある。公共的なものの内部について、「自治」
およびそれに付随する公共性について、もう
一歩深めた考察を行うことが重要な課題と
なっている。 

文化人類学において、自治に関する研究は、
マイノリティがその取得を自ら希望し、獲得
する段階を研究対象としたものが多く[Nash 
2001]、自治といってもその対象には幅があ
る。もちろん政治学では、自治について一定
の研究蓄積があり、社会主義・ポスト社会主
義国であれば、中国やベトナムにおける政治
改革の一環として導入された自治の研究が
行われている[中田(編)2000]。ただし、政治
学の場合、制度設計が主たる論点であり、村
の人々自らも半分統治の主体となる「自治」
の制度に編入される人々の認識の変容に言
及する文化人類学的な研究が必要とされて
いる。 
 
参考文献：De Soto, H. G. & D. G. Anderson 
(eds.) 1993 The Curtain Rises. New Jersey: 
Humanities Press. / Gajdoš, P. 2005 Trendy 
sídelno-regionálneho rozvoja Slovenska 
ako rozvojavé bariéry. In Trendy 
regionálneho a miestneho rozvoja. Z, 
Beňušková & O. Danglová (eds.), pp. 33-52. 
Bratislava: Ústav etnológie SAV. / Nash, 
J. 2001 Mayan Visions. New York: Routledge. 
/ Paley, J 2001 Marketing Democracy. 
Berkeley: Univ. of California Press. / 
Verdery, K. 1996 What Was Socialism and 
What Comes Next? Princeton: Princeton Univ. 
Press. / 田辺明生 2010『カーストと平等性』
東京大学出版会。/ 中田実（編）2000 『世

界の住民組織』自治体研究社。 
 
(2) 研究代表者の研究蓄積について 
 

研究代表者は以前からスロヴァキアの国
境地域村落を調査地として、1989 年の社会主
義から民主主義への体制転換が人々の生活
に与えた変化に関心を抱いて研究を続けて
きた。 

スロヴァキアにおいて、村落の高齢者は
「時代から取り残された人々」と見なされが
ちであるが、土地に残る高齢者もまた、村落
のアソシエーションとともに行政主導の国
境地域交流イベントなどに巻き込まれ、社会
主義時代以前の状況についての村落の集合
的記憶と重ね合わせる形で、体制転換以降の
社会に適応しつつあった。しかし、EU の方針
に即した地方分権化は村落にさらに新たな
対応を迫るものであった。さらに、スロヴァ
キアに多数存在する 2000人以下の村落では、
当該村落またはその近隣に職をえることが
できた一部の若者・中年世代と、多数の高齢
者しか村落の自治の担い手がいないのが現
状であった。そのような状況において、村落
の多い地域の小都市に活動拠点を置く地域
振興 NGO（本報告書では、社会主義時代から
続く地域のアソシエーションと区別して、欧
米の NGO に近い活動を行う団体を NGO と記
す）は、小規模自治体の支援に欠かせない存
在である。 

とはいえ、村落のアソシエーション自体が
村の「自治」と「伝統的に」結び付いてきた
土地において（村会議員が無給の仕事である
ことをはじめボランタリーな活動は自治に
欠かせない）、外部の NGO と村落のアソシエ
ーションの連携の場の意志疎通は、順調であ
るとは限らないことが予想される。それは、
EU 的な地域自治の考え方と顔の見える範囲
のコミュニケーションで成立してきた自治
の考え方の相違であり、現地の人々が、一つ
の意味しか持たないと認識しがちな自治、民
主主義、公共性などの概念の複数性に直面す
ることを意味する。 

これまでの研究では、村落における自治に
ついて村落のなかに主眼を置いて研究をし
てきた。しかし、以上に述べたように、現在
の村落を取り巻く状況を把握するには外部
の NGO など、村落の外側にも注目する必要が
あることが明らかである。 
 
２．研究の目的 
 

１．の研究開始当初の背景で示した問題意
識に従い、本研究は、スロヴァキアの村落に
与えられた「自治」において、新たなかたち
で村落を支え始めるアソシエーションの位
置付けを考察するものであり、それを通して



地域社会における公共性について考察する
ことを目的とする。 
 具体的には、スロヴァキアの地域社会にお
ける「自治」の場にかかわるアソシエーショ
ンや NGO の連携のありかた、および「自治」
について異なる論理の交渉や接合の場面に
注目する。 
 
３．研究の方法 
 

本研究はスロヴァキアにおけるフィール
ドワークとそこで得られたデータ分析、およ
び公共性、アソシエーションの役割に関する
文献研究の 2つの軸を土台として研究をすす
めする。 

採択が 23 年秋であったので、24 年 3 月、9
月、25 年 3月と 3回のフィールドワークを行
い、現地でのインタビュー調査、資料収集に
努めた。調査地としては、研究代表者が以前
から調査をおこなっていた西部国境地域の
村落である MJ 村をひとつの拠点とする。加
えて、村落のアソシエーションを支援する
NGO に注目し、両者の関係について調査する。
最終的に都市のアソシエーションの活動そ
のものにも注目するため、1990 年代から活発
なアソシエーション、NGO 活動を行っていた
中部スロヴァキアの地方都市 B市を選定した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 年度ごとの研究経過 
 
①23 年度 
 上記の研究課題を遂行するため、23 年度は、
分析を行う上で鍵となる概念の考察と現地
調査を行った。前者に関しては、まず現地の
村落社会における民主主義理解に関する考
察を試み、その結果を学会などで報告した。
また、調査にあたっては現地の研究者との議
論も欠かせないため、スロヴァキアにおける
近年の文化人類学動向を把握することに努
め、こちらは書評として発表した。後者の現
地調査については、スロヴァキアの研究者や
関係機関に協力を仰ぎ、具体的には次の 3 点
の作業に専念した。①スロヴァキア共和国に
おける、図書館や関係機関での文献、その他
の資料取集、②首都ブラチスラヴァ周辺村落
における村落アソシエーション関係者への
インタビュー調査、③来年度の 2次調査の準
備のため、都市部のアソシエーションについ
ての最新の現地情報収集し、現地の研究者な
どの協力者との打ち合わせ、の以上である。 
 
②24 年度 
 23 年度に引き続き、現地でのフィールドワ
ークと資料収集を 9月と 3月に行い、そこで
集めたデータをもとに研究を進めた。昨年度

が村落部中心の調査であったのに対し、本年
度は新たに中部スロヴァキアの地方小都市
の調査を精力的に進めることができたのが
大きな収穫である。 

23 年度の調査より、体制転換以降も、その
形式は社会主義時代と変化なく、村落を手伝
いつつ活動を続けていた村落の各アソシエ
ーションも活動資金の集め方の変化には自
覚的であったことは明らかであった。そこで、
この変化における欧米的 NGO 活動を行うアソ
シエーションの存在に注目し、その作法を
人々がどのように理解してきたか注目した。
24 年度はこれまでの村落からの視点ではな
く、スロヴァキアの地方小都市に調査拠点を
移し、90 年代からの地方都市におけるアソシ
エーション活動の歴史的発展、現在のアソシ
エーション同士の連携活動に注目した。 

本研究は現地のアソシエーションや NGO の
活動状況を把握することのみを目的とする
のではなく、それがポスト社会主義的状況に
おける「自治」とどのように結びついている
かを考察することが最終的な目的である。し
たがって、フィールドワークから得られる情
報を微細に分析するだけでは不十分であり、
スロヴァキアにおける体制転換以降の民主
主義、市民社会の発展の状況を参照しつつ研
究をすすめることを心掛けた。ただし、それ
では研究の視点が広範囲になるため、今年度
は学会や研究会等で積極的に報告を行い、さ
まざまな分野の聴衆からコメントを頂くこ
とで、適切に研究の焦点を絞ることを心掛け
た。なお、すべてのフィールドワークを終え
たのは 25 年 3 月であるが、途中の段階でも
できるだけ研究成果を査読のない論文とし
て素早く公表したりすることに努めた。最終
的な研究成果は平成 25 年度中には論文とし
てまとめる予定である。 
 
(2)主な成果 
 
①「村のため」という言葉のモラリティ 

MJ 村の村落アソシエーションは、社会主義
時代から活動しきた団体を中年層以上が主
として活動を支えているのが主流である。し
かしながら、近年、これとは別に、村の若者
が新たに立ち上げた地域に貢献するための
アソシエーションの存在感が村のなかで大
きくなっている。これらをどのように理解す
ることができるだろうか。かれらは、大卒者
を中心とした少人数グループで、公的な助成
金を得ることに成功することもあるが、基本
的には彼（女）の行動原理は「村のため」で
ある。この言葉は旧来の村落アソシエーショ
ンのメンバーが村のイベントを補佐すると
きの理由と同じである。欧米的 NGOのように、
機能分化したアソシエーションはコミュニ
ティの一部としてみなされにくく、コミュニ



ティを支え続ける姿勢を見せ続けることが
村落のアソシエーションとしての承認ンを
受ける条件であるといえる。 
 
②都市と切り離された村落の存在 
 欧米型の NGOに近い形で活動を行いはじめ
た MJ 村の村落のアソシエーションは、組織
的な支援や連携関係があるわけではなく、活
動は個人的な資質によるところが大きいこ
とが、初期の調査より明らかになった。しか
しながら、スロヴァキア国内には複数の村落
を支援する NGO が存在するのも事実である。
MJ 村は支援を受けていないのであれば、支援
を行う NGOはどのように支援先を探すのだろ
うか。 
 村落の支援を行う NGOは地域の拠点となる
地方都市に存在することが多い。したがって
研究の中盤ではスロヴァキア西部から中部
の地方都市の該当する NGOへのインタビュー
調査を試みた。その結果判明した実態は、そ
れぞれの NGO が支援する範囲は各 NGO が定め
ており、支援に恵まれた地域と恵まれない地
域の落差が存在することであった。MJ 村はそ
の意味では恵まれない地域であり、包括的な
地域振興をおこなう NGOの空白地帯であった。 
 
③「自治」の作法 

そこで次に、比較的早い時期から NGO が活
動していた地方都市 B 市に注目し、その土地
におけるアソシエーション活動や NGO活動の
現状を把握しつつ、周辺村落とのアソシエー
ションの連携状況について考察することを
試みた。 

B 市に拠点をおく村落も支援対象の NGO は
複数あるが、実際のところは、支援を得るこ
とに慣れた NGO化した小都市のアソシエーシ
ョンが支援を受けることが多い。草の根的な
NGO では支援先の村落を NGO がみずから探す
が、支援を受けることを想定していない村落
アソシエーションも多い。逆に B市周辺にも
村落の若者によるアソシエーションは存在
するが、うまく支援をうけることができてい
ない。両者の接触の場は非常にかぎられてい
るのである。 

地方都市の内部だけをみれば、各種のアソ
シエーション、NGO が地域社会の各所で活動
しており、EU 型の市民による自治はある程度
機能しているようにみえる。そのような「自
治」の作法は体制転換以降人々が身に付けた
ものであり、アソシエーションの協働による
公共圏が成立していると言えるだろう。しか
しながら、村落におけるそれは、村落のモラ
ルに依拠した共同性のなかに埋没している。
その芽が伸びないのはなぜか。村落のアソシ
エーションとは都市と村落の境界をつなぐ
パイプは個人の資質に依拠していることに
加え、ボランタリーなアソシエーションであ

ること自体が内在的な理由となっている。さ
まざまなアソシエーションや NGO によって公
共性が担保される都市空間のなかでは、ひと
つのアソシエーションの支援の幅が狭いこ
とは問題とされない。意欲ある若者は、村落
の子どもやシングルマザーほど支援対象と
して注目されない。村落を支援する NGO もま
た資金を得るために、社会的により緊急度の
高い問題に注目する。 

一方で、村落のアソシエーションはコミュ
ニティ全体を担うことを期待される。本来ボ
ランタリー出会ってよいはずのアソシエー
ションの活動目的は、アソシエーションへの
周囲の期待のずれによって揺れ動かかざる
をえないことも見過ごせない。その意味で、
ローカルな自治のありかたはいまだ強固な
のか、今後も検討が必要である。 
 
(3)本研究成果の位置づけ 
 
 本研究の重要なキーワードである「自治」
という言葉は、文化人類学に一見なじみにく
い概念のように見えるが、このようなアソシ
エーションの関与に焦点を絞ったミクロレ
ベルの「自治」は、異なる思想を持つ人々の
合意形成の過程そのものであり、現地におけ
る公共性を考察する補助線となるものであ
る。ここにおいて、顔のみえる関係のなかの
村落のアソシエーションと一見スマートで
はあるが、浮き沈みの激しい都市のアソシエ
ーション（＝NGO）を二項対立的に分析する
のではなく、そこにある「自治」に関する価
値観の違いについて考察を進めることに、本
研究は当該分野における意義を持つ。 
 
(4)今後の展望 
 
 （2）の最後でも述べたように、活発なア
ソシエーション活動を行う地方都市の周辺
の村落がどのように連携を行っているかは
今後さらなる調査が必要である。また、EU が
前提とする市民による自治はコミュニティ
を支え得るものなのか、理論的な検討も必要
である。 
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